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1. 研究目的 
(1) コンクリート廃材再利用方法の開発のため、
再生骨材の品質と再生骨材コンクリートの
諸性質の関係を明らかにする。 

(2) リサイクル技術の一環として、コンクリー
ト構造物の長寿命化手法について検討する。 

(3) 他産業副産物のコンクリート材料への有効
利用方法を確立する。 

(4) アスファルト、木材・プラスチックのリサ
イクル技術を開発する。 

(5) 技術的手法だけでなくコストおよびエネル
ギーの面からも検討を加えた建設材料のリ
サイクルシステムを提案する。 

 
2. 研究成果概要 

2.1 コンクリート廃材の再利用 
再生骨材の品質が再生骨材コンクリートの
フレッシュ性状、強度特性、耐久性に及ぼす影
響を明らかにした。さらに、鉄筋コンクリート
部材の諸特性についても検討し、再生骨材の有
効利用方法を確立した。 

2.2 構造物の長寿命化、他産業副産物の有効利用 
化学混和材や他産業副産物である無機系微
粒子を適切に使用することによりコンクリー
トの耐久性を向上させる技術を確立した。さら
にこれらの材料は、再生骨材コンクリートの性
能向上にも有効であることを明らかにした。 

2.3 アスファルト、木材・プラスチックのリサイ
クル 
アスファルト混合物のリサイクル方法およ
び木材・プラスチックのコンクリート用骨材と
しての再利用方法について検討し、十分に実用
化が可能であることを明らかにした。 

2.4 リサイクルシステムの提案 
技術的な面だけでなく、環境・コスト等を考
慮した包括的な建設材料のリサイクルシステ
ムを提案した。 

2.5 その他 
コンクリートの耐久性向上を目的とし、他産
業副産物である高炉スラグ微粉末、フライアッ
シュ、RHA（ライスハスクアッシュ）を混和材

として利用する検討を行った。しかしこれらの
材料は、産業副産物であることからその利用に
あたっては安全性を確認する必要があり、重金
属の含有量およびセメント硬化体とした場合
の重金属溶出特性について検討を加えた。 
その結果、高炉スラグ微粉末と RHA には重
金属固定能力があることが明らかとなり、これ
を利用することにより重金属を含む廃棄物を
固化して安全に処理することができる可能性
があることが見出された。 

 
3. 結論 
本プロジェクトでは、再生骨材の品質と再生
骨材コンクリートの諸特性の関係について検
討した結果、再生骨材の付着モルタル量あるい
はモルタル混入率は再生骨材コンクリートの
性質にそれほど影響を及ぼさず、モルタルの質、
即ち原コンクリートの強度が重要であること
を明らかにした。このことから、今後の再生骨
材の製造方法には大きな影響を及ぼすことが
予想される。また、再生骨材の品質が良好な場
合、従来から言われているような低品質な用途
だけでなく、力学部材としても利用も可能であ
ることを実証したことから、再生骨材の利用範
囲が大幅に拡大される可能性がある。さらに、
コンクリート以外のリサイクルや包括的なリ
サイクルシステムを提案していることから、建
設材料のリサイクル全般に対して大きなイン
パクトがあるものと考えられる。 
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